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概要

オリーブオイルはその栄養価と健康への利益のために、世界中で需

要が伸びています1)-3) 。主に地中海沿岸地方やオーストラリア、米

国で年間約280万トンが生産されています。遺伝、気候、農耕法

などがその果実に特徴を与えます。抽出法と工程技術はオリーブオ

イルの品質と純度に影響し、エクストラバージン(食用に最適)からラ

ンパンテ(食用には不適)までのグレードが生産されます1)-5) 。EUの

規制ではProtected Designation of Origin(原産地呼称保

護制度； ＰＤＯ)のためのガイドラインが与えられています。バージン

オイルは価格が高く、他の低グレードのオイルや他種のオイルとの混

合による分解が問題となります。これは商業的な問題だけではなく、

健康への影響といった意味からも問題です。それゆえ、製品の純度

を分析し産地を評価することは、規制遵守や健康問題への懸念か

らも重要となってきています1),5)-7) 。種油類は、トリグリセリド

(TAG)を固有の組成で含み、純度と分解物はHPLCによって直接

分析、9)-13)あるいはGCによって間接的に分析されます5) 。これら

のメソッドは手間と時間を要し、1分析あたり30分から80分かかりま

す。更に、HPLC分析では発ガン性が疑われるハロゲン化溶媒を使

用するケースがあります。

このアプリケーションノートでは、毒性の低いアセトニトリルとイソプロパ

ノールを移動相として用いた、ACQUITY UPLC®/PDAシステムに

よる10分間のオリーブオイルの高速分析について説明します。

分析条件

装置 : ACQUITY UPLC®/PDAシステム
カラム : ACQUITY BEH C18 1.7μm  

2.1x 100 mm
カラム温度 : 30 ℃
流速 : 0.28 mL/min
測定波長 : 195-300 nm
移動相A : アセトニトリル
移動相B :イソプロパノール
グラジエント :10%B→90%B(10分)

ACQUITY UPLC® システム

図1. オリーブオイル3種のUPLC®クロマトグラム(210nm)



図2. オリーブオイル3種のUPLC®クロマトグラム(240nm)

図3. オリーブオイル3種のUPLC®クロマトグラム(280nm)

前ページの図1は、3種類のオリーブオイルの

UPLC®クロマトグラム(210nm)を示しています。

SS,B,SAは製造元を表しています。ブランドSSは
スーパーマーケットで購入したエクストラバージンオイ

ルです。ブランドBはスーパーマーケットで購入したイ

タリア産のエクストラバージンオイルで、より高い価格

で販売されています。SAは標準試薬です。

前報で、TAGの分離は脂肪酸の鎖長と飽和結合

の数に基づくということを報告しました。8)-10)オリー

ブオイルの違いは1,2,3のピークの強度比によって

容易に認識できます。特にオリーブオイルSAは保

持時間4-6分により多くのピークが検出されていま

す。

食用油は酸化・分解・腐敗します。分解TAG(3つ
の二重結合がある脂肪酸)は240nmと280nm
に吸収を持ちます。

図2に3種類のオリーブオイルのUPLC®クロマトグラ

ム(240nm)を示します。いずれのクロマトグラムも

保持時間4-6分にピークが検出されていますが、

SAに比べ、SSとBでは少ないことがわかります。

図3には280nmでのＵＰＬＣ®クロマトグラムを示し

ます。SSとSAではいくつかのピークが検出されてい

ますが、ブランドB（高級オリーブオイル）ではピークが

現れていません。

このように、UPLC®を用いた分析によって、高速に

オリーブオイルの純度や品質を見極めることが可能

です。



図4. 大豆油を添加したオリーブオイルのUPLCクロマトグラム
(210nm)

図5. コーン油を添加したオリーブオイルのUPLC®クロマトグラム
(210nm)

図４には大豆油を1%～5%添加したオリーブオイル(ブラン

ドSS)のクロマトグラムを示します。保持時間4-6分にピー

クが検出され、1%混合したサンプルからも不純物の存在

が示唆されます。

図5にはコーン油を1%～5%添加したオリーブオイル(ブランド

SS)のクロマトグラムを示します。図4同様に保持時間4-6分に

ピークが検出され、1%混合したサンプルからも不純物の存在が

示唆されます。

この結果は、誘導体化を経て間接的にTAGをGC分析するメ

ソッドに比べて、約5倍高感度なものでした。5)



まとめ

ACQUITY UPLC®/PDAシステムを用いて、種油の分析時間10分の高速分離ができました。この分析法は純度測定

だけでなく品質管理にも適しています。今後は化粧品・食品・バイオディーゼル燃料など環境分野などへの応用が期待さ

れます。
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